










同関協だより56号　1011　同関協だより56号

報  告

　　　　　　　　　   まつおか　  あきら

山陽教区　松岡 彰 さん

Member’s Voices

会員の声 全国人権・同和教育研究大会に参加して

編集委員
浜口和也

　２０１７年１２月２～３日、島根県松江市と
出雲市の各所を会場に、第６９回全国人権・同
和教育研究大会が開催されました。
　はじめに全体会が行われ、その後５つの分
科会にわかれて、私は地元の土佐清水市人権
教育研究協議会の代表で第４分科会「人権確
立をめざすまちづくり」に報告者として参加しま
した。
　総合テーマは、「差別の現実から深く学び、生活を高め、未来を保障する教育を確立しよう」です。
　私は、なぜテーマに「生活を高め、未来を保障する教育を確立しよう」と掲げられているのかにつ
いて考えました。すぐさま思い浮かんだのは、難波別院輪番差別事件糾弾会においての米田富さ
んの「我々部落民にとっては結婚の妨害となり、就職の障害となり、居住地選定の障害となり、教育
が阻害されるというようなことになっているんです」（『部落問題学習資料集』７６頁）という言葉で
した。
　部落差別によって生活や未来が奪われている現実があるからこそ、今日においても、また未来に
向けても、その差別の現実から「深く」学ぶ必要があるのですが、私は「深く」という言葉に「広く」も
付け足したいと思います。
　何故、このような差別が起こるのかを深く、そして自分の住む場所だけでなく、日本全国、全世界
に視野を向ける意味での「広く」と、部落差別だけでなく民族差別や女性差別、戦争、格差・貧困と
いった、あらゆる差別の問題について学ぶ意味での「広く」として、差別の現実から深く広く学ぶこ
とは、今を生きる者が、次の世代に向けて、皆が人と生まれたことを喜べる世界へとつなげる歩み
にするための課題であると思います。
　そのためには、まず部落差別が結婚の妨害となり、就職の障害となり、居住地選定の障害となら
ない社会意識を目指す教育の確立が大前提であって、皆が未来に対して希望を持てる社会にして
いくことが、自ずと生活を高めていくことにもつながっていくのだろうと、改めて確かめられました。
　一緒に参加した方との談話中に、「差別の問題って、こうやって学習し続けていかないと何が問
題なのか忘れてしまうし、新たな問題が起こった時にその問題性に気付けないだろうな」という言
葉がありましたが、まさにその通りだなと思います。
　「一体、いつまで部落差別の問題を取り上げる必要があるのか」という意見も聞かれますが、この
談話で表されているように「いつまで」という区切りはなく、一人ひとりが学び続ける必要があるの
ではないでしょうか。
　２０１８年、第７０回全国人権・同和教育研究大会は滋賀県で開催されるとのことで、また参加
したいと思います。

私を呼び覚ます願い

　「静かに己を悲しむ心より 真実の力は生る」
　２０１８年１月１５日、この言葉を残した武内了温師は没後５０年を迎えた。
　２０１７年２月２５日には、５０回忌法要をたつの市民主化推進協議会のご協力の
もと勤めることができた。
 　数年前、ある研修会で講師の先生が師の言葉を紹介され、私と同じ組内に解放運動の
先駆者がおられるとは知りもしなかった。
  ２００５年に今預かっているお寺に入寺し、被差別部落に対する噂話や中傷する発言
を時おり耳にすることがあり、初めて部落差別の実態を目の当たりにした。私が生まれ
育った校区には被差別部落はなかったが、市内に被差別部落があることは知っていた。
子どもの頃から周りの大人たちに様々なことを吹き込まれ、私の偏見が構築されてきた
のだと思う。
　しかし、仏法を聞く中で、摂め取って捨てないという如来の願いに背き、差別の現状に
傍観者でいる自分自身が露わになった。そのことが課題となり、現在は学びの場へ足を運
んだり、行政の人権教育協議会にも所属させていただいている。
　「吾が特殊部落民よ、団結せよ」という言葉を教師修練で聞いた当時、どこか近寄りがた
いフレーズだと感じていた水平社宣言。しかし、そこには差別を受けた者だけでなく、差
別をしてきた者も、共に人間の回復を願った宣言であった。今では、本堂に額に入れて掲
げるほど、この宣言の叫びは仏語と同じく、私を呼び覚ます願いであると感じている。
　２０１３年に「人間に光あれ」というテーマで組内研修会を行った。そのチラシが出来
上がったタイミングで、ちょうど『同朋新聞』巻頭に載っていた、同じ組の大先輩である藤
元正樹師の「人の世にいのちのぬくもりあれ、人間にいのちの輝きあれ」という言葉と偶
然重なったことに驚いた。しかし、よく考えてみれば、浄土を願う者は差別の現状があれば
当然課題になる。つまり、偶然ではなく出遇うべくして出遇った必然であったのだ、と私の
歩むべき方向が定まった。
　かつて、晩年の了温師が「己一人の独走であった」と語られたが、これからも師の背中を
追いかけたい。

全体会の様子／くにびきメッセ（松江市）

全国人権・同和教育研究大会
　この大会は、学校の教職員や、行政の職員、NPOや地域の団体などがそれぞれの現場で取

り組んでいる事例を発表し、反省点・課題や展望について検証・討論する。

　今大会の第４分科会では、自治体の首長の強いリーダーシップのもとで人権教育を推進した

結果、行政職員全体の学びの場が充実し、町全体の意識向上に繋がったことが紹介された。


